








はじめに 

 昭和 48 年、学校保健法が改正され、健診の項目に尿検査が加えられ、昭和 51年より学

校検尿が全国規模で行われるようになり慢性腎炎が初期の段階で発見され適切な薬物治療

を行い改善される症例も多い。一方、日本では、以前より保存療法の大きな柱として腎炎

に対しては安静、食事療法が大きな位置を占めており単なる微少血尿、起立性蛋白尿でさ

えも、安静を強いられている可能性はないとはいえない。我々は腎疾患児に対する安静の

必要性に対し疑問を感じ、昭和 55 年より、運動が腎炎に対し利益か不利益かという点につ

いて検討してきた。前年度はレノシンチグラムを用いて運動の腎血流に及ぼす影響につい

て述べた。結果としては、トレッドミル運動負荷試験という短時間の運動においては予想

に反し腎血流が上昇する症例もあり、ある種の autoregu1ation が働いている可能性が考え

られ、又、腎血流が運動により減少した症例が必ずしも尿所見が悪化していなかったこと

より、尿所見の増悪の程度のみで腎血流の低下、強いては腎に悪影響を及ぼしているとは

言えないのではないかと考えた。そこで次に我々は、短時間の運動ではなく日常生活での

長時間の運動は、腎炎に対し、どの様な影響を与えるのかについて調べることを試みた。 


